
川越高校図書館だより 2022年 10月号 

 

 中間考査お疲れさまでした。実力は発揮できたでしょうか。 

 秋の読書週間イベントの案内を載せています。たくさんの参加待ってます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書委員のオススメ本 
                 【担当 1-8、3-4】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   日日日/著 一二三書房 
  

私がオススメする本は、鏡の国のアイリスという SCP 財団というシェアワールドを

題材としたライトノベルです。SCP 財団は怪奇創作サイトで、怖いものが好きな人にオ

ススメのサイトです。このライトノベルは SCP 財団初心者向けのものなので、ぜひ読

んでみてください。 

 

秋の読書週間イベントについて 
 

10月 27日（木）～ 11 月 9日（水）は「秋の読書週間」です。 

そこで図書館ではこの期間に合わせて、2 つのイベントを開催予定です！ 
 

① 貸出期間を１週間延長します！ 

 10 月 27 日 ～ 11月 9 日の期間中に借りた本の返却期限が「３週間」に 

なります。ぜひこの機会にたくさん本を読んでくれたらと思います！ 

 

② ポスター・雑誌付録 プレゼント抽選会！ 

 図書館で保管している映画ポスターや雑誌付録を抽選でプレゼントします。 

 抽選券は 10月 27日～11月 9日の期間中、「貸出 1回につき１枚」差し上げ 

ます。必要事項を記入して、カウンターにある抽選箱に入れてください。 

 プレゼントの景品については期間中、図書館内の掲示板に掲示します。 

実物を見たい場合は、図書館・松田まで声をかけてください。 

 当選した人には、11月 9日以降に担任の先生を通じて引換券を渡しますので、 

それを持って図書館に来てください。 

 みなさんの参加、待ってます！ 

『また、同じ夢を見ていた』 

   住野よる/著 双葉社 
  

『君の膵臓
すいぞう

を食べたい』でおなじみの住野よるが贈る、幸せを探す物語。主

人公である小柳奈ノ花はちょっとおませな小学生。ある日、「幸せとは何か」

を考える宿題を出された彼女は、不思議な友達と共にその答えを探し求める。

不思議で素敵な出会いと別れを経験した奈ノ花は本当の幸せを見つけることが

できたのか。すべての結末は薔薇
アンダー

の
ザ

下
ローズ

で。是非読んでみて下さい。 

『アリス殺し』 

   小林泰三/著 創元推理文庫 
  

小林泰三作の〈メルヘン殺し〉シリーズの第一作。本格的なミステリー小説

だが名前の通り舞台は「不思議の国のアリス」と現実世界の 2 つ。主人公、栗

栖川亜理はある日からアリスになる夢を見る。最初は気にする程度だったが、

１つの事件をきっかけに亜理を巻き込んで夢と現実が絡み合っていく。２つの

世界のつながりと事件の行方、最後に待つどんでん返しに読む手が止まらなく

なる。 

図書館前（図書委員セレクト）

特集 

テーマ 短編集 


